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４
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︑﹁
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毎
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開
催
し
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座
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︑
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子
育
て
の
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皆
さ
ん
︑県
立
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る
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︒
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今
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は
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立
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子
ど
も
読
書
推
進
担
当
﹂の
お
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
︒

県
立
図
書
館
　
　
　
　
　
紹
介

の
お
仕
事

意外 に
知らない！？

対象：子どもの読書に関わる方
　　　赤ちゃんから小学校入学前の
子どもたちに読んであげたい
絵本を、１０のテーマ（あそび・
たべもの・むかしばなし等）
に分け、対象年齢をつけて紹
介しています。
本を選ぶ際の参考としてお使
いいただけます。

対象：学校図書館に関わる方
　　　小・中学校で、探究的な学習を始め
ようとしている先生方や、授業をサ
ポートする学校司書の方向けのガイ
ドブックです。子どもたちの「調べ
る力」や「自ら学ぶ力」を育むため
にはどんな進め方をしたらよいの
か、主に図書館を使って調べるポイ
ントについて紹介しています。

　専任司書と、経験豊富なボランティアが協力して、学校・図
書館・地域で子どもと本をつなぐ活動をする方々のお手伝いを
しています。

・読み聞かせやわらべうたの講師を紹介してほしい。
・３年生の読み聞かせに向く春の絵本を教えてほしい。
・学校図書館の選書に参考となる本を知りたい。
などの相談に、来館や電話、メールでお応えしています。

子ども読書推進担当の

紙コップで作った
「パクパク人形」

←広報物は全て県立図書館 WEBで見られます。
　他にも様々な広報物を掲載しています。

※インターネット電子申請はこちらから→

子ども図書室

発 行 物

対象：子どもの読書に関わる方
　　　子どもの読書に関わる方々の
活動とネットワークを支援

（Shien）する情報誌です。
「あなたもできる！図書館ボ

ランティア」「小学校で、こ
どもに本を手渡すには」など
の特集記事を掲載していま
す。年 � 回発行。

『 Shien（しえん）』 『 調べるって楽しい！
－探究的な学習はじめの一歩－ 』

『 埼玉県立図書館司書がすすめる
とっておきのえほん１００冊 』

子ども読書支援センター

相談・案内

　埼玉県立図書館ウェブサイトでは、県立図書館に来館されない
方にもご覧いただけるように、テーマ別リスト「教科書に掲載され
ている本」「外国語に翻訳された日本の子どもの本」や、ボランティア
の方々の実践から選んだ学年別・季節別等の読み聞かせ
絵本リストなどを掲載しています。
　また、子ども読書イベント情報も、毎月更新しています。

情報発信

　県内の読み聞かせボランティアグループ（３名以上所属）に、
無料で講師を派遣します。
　講師は、久喜図書館で開催した「おはなしボランティア指導者養
成講座」を修了した県内で読み聞かせボランティア活動をしてい
る方々です。
　絵本の持ち方から、絵本の選び方、子ども達との関わり方等、長
年の経験をもとに指導します。詳細は左をご覧ください。

読みきかせの基本（絵本の持ち方から、絵本の選び方）
おはなし会のプログラムの作り方
ストーリーテリングの基本（お話の選び方、覚え方、
語り方）

絵本の読み聞かせやストーリーテリングをしている
県内のボランティアグループ

＊３名以上（幼稚園・児童館・小・中学校の読み
聞かせボランティアグループなど）

＊これからボランティアを始めようとしている方も
対象となります。

※郵送の場合は、必ず返信用封筒
　（宛先明記、��円切手貼付）を
　同封してください。

講座開催日の１か月半前までにお申し込みください。

埼玉県立久喜図書館   子ども読書支援センター
電話：����-��-����
住所：〒���-����   久喜市下早見 ��-�

インターネット電子申請、または
郵送（下記内容を記入してください）

【郵送記入内容】
➀団体名、代表者名 ➁連絡先（住所及び電話番号）
➂希望日時（なるべく複数） ➃開催場所 ➄希望内容
➅予定参加者数 ➆活動状況 ➇過去この講師派遣を
利用したことがあるか（ある場合回数）

講師派遣

講師派遣

ボランティアのための読み聞かせ
スキルアップ講 座

・市町村図書館の支援：市町村図書館の職員研修として、児童サー
ビス研修会を開催しています。県内の市町村図書館で児童サー
ビスを担当する職員のスキルアップ・情報交換のため、年５回開催
しています。

・学校支援：学校図書館に関わる先生や学校司書の運営相談に応じ
たり、「学校図書館講座」を開催し、研修・交流の場を提供して
います。また「点字」「米」等のテーマの本をセットにした「学校
支援セット」の団体貸出を行っています。

講座・研修

講座の内容（応相談）

対 象

お申込み
申込期限

申込先・問合せ先

申込方法

第２回


